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1 月10 日　杉谷拳士さんトークショー1 月10 日　杉谷拳士さんトークショー
　 平取スポーツ少年団本部設立50 周年記念事業平取スポーツ少年団本部設立50 周年記念事業



お礼の言葉  福澤 悠 さん

～二十歳を迎えて一言～～二十歳を迎えて一言～
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お礼の言葉  西山 龍輝 さん

記念品贈呈  松下 もみじ さん

二十歳の誓い
 荒木 乃々花 さん  船越 翔太 さん
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。
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　 平 取 町 体 育 協 会 よ り 分 離 し、昭 和50 年 ７ 月16 日 に 町 内
の 各 単 位 ス ポ ー ツ 少 年 団 が 集 ま り、「 平 取 ス ポ ー ツ 少 年 団
協 議 会 結 成 総 会 」を 開 催 し ま し た。15 団 体・団 員 数483 名
を も っ て「 平 取 町 ス ポ ー ツ 少 年 団 協 議 会 」と し て 歩 み だ し
ました。
　 平 成 ８ 年 に 全 国 統 一 名 称 の「 平 取 町 ス ポ ー ツ 少 年 団 本
部 」に 改 称 し 、引 き 続 き 青 少 年 の 健 全 育 成 と 個 々 の 能 力 育
成 の た め、多 く の 地 域 の 方 々 を は じ め 、指 導 者、育 成 者 の 多
大なるご協力を い た だ い て き ま し た 。
　現在、５団体79 名 を も っ て活動し、本部設立50 周年を迎
えました。

平取町スポーツ少年団本部のあゆみ平取町スポーツ少年団本部のあゆみ

 野 間 克 実 振内町
本部役員 坂 下 晋 章 荷菜

 松 浦 卓 司 本町
 小 向 貴 則 貫気別

指導者（ 貫気 別バドミントン） 小 向 万里代 貫気別
 木 田 みゆき 本町 指導者（本町バドミントン ）
 瀧  　昌 二 本町 指導者（サッカー）
 鈴 木 三二男 川向

指導者（野球） 山 口 貴 弘 本町
 江 谷 真 人 本町 指導者（本町バドミントン ）
 畠 山 めぐみ 紫雲古津 指導者（柔道）
 福 澤　 肇 振内町 功労表彰（各単位団へ寄付 ）

　 ト ー ク シ ョ ー に 先 立 ち 、本 部 設 立 5 0 周 年 を 記 念 し て 本 部 役 員 を10 年 以 上 お よ び 指 導 者 と し て ７
年以上務められ た 方 々 、ま た 功 労 者 に 対 して感謝状が贈呈されました。
　また、少年団員に は 、記 念 の タ オ ル が
贈られました。

本部設立 50周年記念表彰本部設立 50周年記念表彰

平取町スポーツ少年団本部設立 50周年記念事平取町スポーツ少年団本部設立 50周年記念事業業

　　杉谷拳士杉谷拳士さんトークショーさんトークショー
　1 月 10 日㈯、北海道日本ハムファイターズで長年活躍し
た杉谷拳士さんをお迎えし、本部設立 50 周年記念事業「杉
谷拳士さんトークショー」が中央公民館で開催されました。
　当日は、少年団員や保護者、関係者、一般来場者など約
190 名が参加し、杉谷さんが野球と出会った原点や学生時代
に直面した壁、プロ入り後に最も厳しかった経験、一流選
手に共通する姿勢や考え方など、幅広いテーマにわたり自
身の実体験を交えて語ってくださいました。
　会場はユーモアあふれる語りに笑いに包まれる一方、杉
谷さんの真っすぐな言葉に真剣に耳を傾ける少年団員や来
場者の姿も多く見られました。終盤には、サイン入りボー
ルを会場に向けて投球するサプライズもあり、会場全体が
大いに盛り上がりました。
　記念のトークショーは、少年団員が夢や目標に向き合い、
次の一歩を考えるきっかけとなる事業となりました。
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　決めた⁉ ナイスシュート‼　決めた⁉ ナイスシュート‼
　　　　第28 回全道PK グランプリ　　　　第28 回全道PK グランプリ
　２月 1 日㈰、冬の一大イベントで知られた PK グランプリに今年も道内外から強豪チームや常連チームなど　２月 1 日㈰、冬の一大イベントで知られた PK グランプリに今年も道内外から強豪チームや常連チームなど

96 チームが二風谷ファミリーランドに集まり、優勝賞品「びらとり和牛ほか 10 万円相当」獲得を目指し、寒96 チームが二風谷ファミリーランドに集まり、優勝賞品「びらとり和牛ほか 10 万円相当」獲得を目指し、寒

さのなか熱い真剣勝負が展開され、大いに盛り上がりました。さのなか熱い真剣勝負が展開され、大いに盛り上がりました。

　プロ顔負けの思わずうなるプレーや大爆笑の珍プレーに、会場内は参加者の笑顔と大きな歓声にあふれてい　プロ顔負けの思わずうなるプレーや大爆笑の珍プレーに、会場内は参加者の笑顔と大きな歓声にあふれてい

ました。昼食では「びらとり和牛＆黒豚」を味わっていただき、冬のびらとりの魅力を楽しむ一日となりました。ました。昼食では「びらとり和牛＆黒豚」を味わっていただき、冬のびらとりの魅力を楽しむ一日となりました。

初優勝　大高酵素（洞爺湖町）初優勝　大高酵素（洞爺湖町）
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　 町 は、国 の 重 点 支 援 地 方 交 付 金 を 活 用 し、物 価 高 騰
の影響を受けている町民や事業者に対する支援を行い
ます。

全世帯・全事業者への支援事業

　　　　　　　　令和８年２月から３月検針分（２月、３月請求分）の
　　　　　　　　簡易水道料金を全額免除します

　◎ 免除対象者　簡易水道全契約者（町内・町外・個人・法人を問いません）
　
　◎ 手続き等  　料金請求時に水道料金額の全額免除した額で送付されますので、
　　　　　　　　町に行う手続き等はありません。
　　　　　　　　なお、雑排水使用料金については、免除の対象としていません。
　　　　　　　　通常どおり請求されますので、納付をお願いします。
　◎  総事業費　 簡易水道料金　２，０５０万円

　令和８年２月から３月分（２月、３月請求分）の
　小規模給水施設水道料金を全額免除します

　◎ 免除対象者　小規模給水施設を使用している契約者
　◎ 手続き等　　対象となる組合および契約者に個別にご案内します。
　◎ 総事業費　　小規模給水施設　２２０万２千円

お問合せ　建設水道課 水道施設管理係　℡2-2226

地域応援券（ビラッキークーポン）事業

　町内で使用できる商品券を全町民にお届けします

　◎ 令和８年２月１日現在、町に住民登録がある方全員に、
　　 一人２万円分（1,000 円×10 枚×2 冊）の「地域応援券（ビラッキー
　　 クーポン）」を配付します。
　◎ 商品券は、町内事業者のうち、本事業に参画申込みのあった事業者の
　　 店舗で使用できます。
　◎ 商品券の有効期限は、令和８年６月３０日( 火) までです。
　◎ 商品券の配付は、3 月上旬（予定）より全世帯に随時郵送します。
　◎ 総事業費　９，０９５万２千円

簡易水道使用料金無償化事業

小規模給水施設水道料金負担軽減事業

お問合せ　観光商工課 商工係　℡3-7703
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〜『物価高対応子育て応援手当』が支給されます〜

　国のこども家庭庁は、物価高の影響が長期化しその影響が様々な人々に及ぶなか、特にそ
の影響を強く受けている子育て世帯を力強く支援し、子どもたちの健やかな成長を応援す
る観点から、物価高対応子育て応援手当を支給します。
　支給対象者は、児童手当支給対象児童（令和７年９月30 日時点）を養育する父母等です。
支給額は対象児童一人当たり２万円です。
　（詳しくは、１月30 日発行まちだよりおよび折込チラシをご覧ください。）

　「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」とは・・・《概要》

　 エ ネ ル ギ ー・食 料 品 価 格 等 の 物 価 高 騰 の 影 響 を 受 け た 生 活 者 や 事 業 者 の 支 援 を 通
じ た 地 方 創 生 を 図 る た め、「 デ フ レ 完 全 脱 却 の た め の 総 合 経 済 対 策 」へ の 対 応 と し て、
地 方 公 共 団 体 が 地 域 の 実 情 に 応 じ て 必 要 な 支 援 を 行 う 事 業 が 実 施 で き る よ う 創 設 さ
れた国の交付金です。
　 生 活 者 を 支 援 す る 推 奨 事 業 が、米 な ど の 食 料 品 の 物 価 高 騰 に よ る 負 担 を 軽 減 す る た
め の プ レ ミ ア ム 商 品 券、電 子 ク ー ポ ン、地 域 ポ イ ン ト、い わ ゆ る お 米 券、食 料 品 の 現 物
給付など、地域全体に効果がある支援策の実施が追加されました。

　　　令和７年度　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業

　　　　　　　　町民の生活に経済支援を実施します！町民の生活に経済支援を実施します！

　その他、町内の社会福祉施設、公衆浴場、各保育所に給食費や光熱費の
　負担軽減のため、経費の一部を補助をすることを行います。

▷クーポンによる購入では、つり銭は支払われ
　ません。
▷第三者への譲渡、転売はできません。
▷クーポンで利用できないものは、次のとおり
　です。
　＊プリペイドカードなど換金性の高いもの
　＊たばこおよびたばこ関係品
　＊公共料金の支払い（税金等）
▷クーポンの紛失、盗難等の責任は負いません。
▷有効期限を過ぎた場合は、無効となります。



　　令和８年度から町税の納め方が変わります令和８年度から町税の納め方が変わります
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Coming Soon !  ３月 13 日㈮ 公開Coming Soon !  ３月 13 日㈮ 公開

※「日高選抜」は、10 月に苫小牧市で行わ
れた北海道学童軟式野球都市対抗戦で３位
となり、初の全国大会出場を手にしました。

　日高管内各町の野球スポーツ少年団から選抜された小学６
年生の選手 16 名で構成する「日高選抜」に、平取野球スポー
ツ少年団の 互野 朝陽 さんが選ばれ、12 月 20 日㈯から佐賀
県唐津市で開催された「青山杯西日本友好学童軟式野球記念
大会」に出場しました。
　大会では、決勝トーナメント進出にはなりませんでしたが、
予選リーグで２勝し、互野さんはライトの守備につき活躍し
ました。
　12 月 29 日㈪、大会出場の報告に遠藤町長を訪問し、「これ
からも練習を重ねて、プロ野球選手になりたい」と元気に目
標を話されました。

互野 朝陽 さん（平取小） 全国大会出場互野 朝陽 さん（平取小） 全国大会出場

　 令 和 ７ 年 秋 の 叙 勲 に お い て 、髙 野 繁 廣 氏（ 二 風 谷 ）
が 、伝 統 工 芸 業 務 功 労【 木 工 品（ 二 風 谷 イ タ ）製 造 業
従事者 】と して瑞宝単光章を受章されました。
　髙野 氏は、東京都出身。22 歳の時に北海道を巡り、二
風 谷 を 訪 れ た 際 に ア イ ヌ 文 化 に 触 れ、特 に 木 彫 に 魅 了
され、移 住。昭 和47 年から故 貝澤 守幸 氏に師事し、以
降 ア イ ヌ 民 芸 品 製 作 に 携 わ り ま し た。昭 和55 年 に 独 立
し「 髙 野 民 芸 」を 創 業 し、伝 統 的 な ア イ ヌ 民 具 の 製 作
の継承 に努められています。

  瑞宝単光章 受章瑞宝単光章 受章
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　 苫 小 牧 地 方 法 人 会 平 取 支 部（ 会 長 小 林 史 明 
氏 ）よ り、1 月22 日 ㈭、認 定 こ ど も 園 バ チ ラ ー
保育園（園長 高橋久美子 氏）にパズルやブロッ
クなど玩具が贈られました。
　 こ の 事 業 で は、毎 年、地 域 の 福 祉 施 設 に 必 要
な備品を寄贈しています。

◆ 社会福祉貢献事業 備品贈呈 ◆ 社会福祉貢献事業 備品贈呈 ◆◆

　 一 般 社 団 法 人 室 蘭 建 設 協 会、日 高 建 設 協 会 よ
り、日 高 地 方 共 同 募 金 委 員 会 に 歳 末 た す け あ い
義 援 金 が 寄 せ ら れ、12 月22 日 ㈪、平 取 町 共 同 募
金 委 員 会 泉 澤 会 長 よ り 平 取 福 祉 会（ 理 事 長  山
岸 俊紀 氏）に手渡されました。

◆ ◆ 歳末助け合い義援金 寄贈 ◆歳末助け合い義援金 寄贈 ◆

　 株 式 会 社 平 村 建 設（ 代 表 取 締 役 平 村 徹 郎  
氏 ）より、旧貫気別 中 学 校 敷 地 内 の 環 境 整 備（草
刈 り・雑木除去）を し て い た だ き ま し た 。

　12 月24 日 ㈬、去 場 平 目 久 人 氏 よ り 寄 附 金
を い た だ き ま し た。有 効 に 活 用 さ せ て い た だ き
ます。

　 有 限 会 社 振 内 自 工 （ 代 表 取 締 役 社 長  瀧 博
明 氏 ）よ り、12 月 2 2 日 ㈪ に 振 内 小 学 校 、振 内 中
学 校 の 全 児 童 生 徒 お よ び 教 職 員 に ク リ ス マ ス
ケ ーキが贈られ ま し た 。

◆ ご寄附・地域貢献活動に感謝します ◆ ご寄附・地域貢献活動に感謝します ◆◆
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　　地域おこし協力隊員 紹介地域おこし協力隊員 紹介

　１月１日付で新たに 鈴木 直人 さん
が着任し、びらとり農業協働組合職員
として配属されました。

　 １ 月 ４ 日 ㈰、平 取 消 防 出 初 式 が 中 央 公 民 館 で 行 わ
れ、地域の安全と防火への誓いを新たにしました。
　 厳 し い 寒 さ の な か、約 40 名 の 消 防 団 員 が 整 列 し 、
日 高 西 部 消 防 組 合 副 管 理 者 遠 藤 町 長、西 前 消 防 長、
本間消防団長の巡閲を受けました。
　 そ の 後 の 式 典 に お い て 永 年 の 功 績 の あ っ た 団 員 等
に対し、表彰状や感謝状が授与されました。

平
取
消
防

平
取
消
防  

出
初
式

出
初
式

　 平 取 消 防 署 ・平 取 消 防 団 は 、火 気 の 使 用 が 増 え、空 気 が
乾 燥 し 火 災 が 発 生 し や す い こ の 時 期 に、町 民 が 地 域 住 民
が 安 心 し て 年 末 年 始 を 過 ご せ る よ う「 歳 末 特 別 警 戒 」を
実施しています。
　 振 内 分 団 で は、防 火 意 識 の 高 揚 と 消 防 団 の 役 割 を 理 解
し て も ら お う と、火 災 予 防 の 啓 発 に あ わ せ ク リ ス マ ス イ
ベ ン ト を 開 催 し 、参 加 し た 子 ど も た ち に は、サ ン タ ク ロ ー
ス や ト ナ カ イ に 扮 し た 団 員 か ら「 火 の 用 心 」の 呼 び か け
とともにクリスマスプレゼントが手渡されました。

 12 / 24 12 / 24 平取消防団振内分団 歳末特別啓発  平取消防団振内分団 歳末特別啓発 

　 日 高 振 興 局 で は、子 ど も た ち に 馬 の 絵 を 描 く こ と を 通
し て、馬 へ の 親 し み や 関 心 を 持 っ て も ら お う と 「 ひ だ か
馬の絵コンテスト」を開催しています。
　 今 年 は 日 高 管 内 お よ び 東 胆 振 地 域 の 小 学 生 か ら59 作
品 の 応 募 が あ り、平 取 小 学 校 ２ 年 生 神 明 李 さ ん が 入 賞
し、12 月2 4 日 ㈬ に 日 高 振 興 局 柏 木 邦 子 地 域 創 生 部 長 か
ら表彰状が授与されました。

 12 / 24 12 / 24 ひだか馬の絵コンテスト  ひだか馬の絵コンテスト 

　 林 業 技 術 の 普 及 お よ び 林 業 後 継 者 等 の 育 成 指 導 を 行 う
役 割 を 果 た す 北 海 道 指 導 林 家 と し て、平 成29 年 か ら 活 躍
さ れ て い る  佐 々  憲 一  氏 （ 振 内 町 ）が、永 年 の 功 績 を 認 め
ら れ、北 海 道 産 業 貢 献 賞 （ 森 林 づ く り 功 労 者 ）を 受 章 さ れ
ました。
　 佐 々 氏 は 、カ ラ マ ツ や ト ド マ ツ 等 の 山 林 を 所 有 し、計 画
的 な 資 源 循 環 利 用 の 森 林 整 備 を 行 い、地 域 の 森 林 管 理 の
模範となっています。
　 ま た 、自 営 す る 「 仁 世 宇 園 」で は 、山 菜、き の こ 類、木 炭
等 の 特 用 林 産 物 を 活 用 す る な ど、豊 富 な 経 験 と 知 識 を 活
かし、多様な森林活用の取り組みを行っています。

 12 / 16 12 / 16　令和７年度 北海道産業貢献賞表彰 　令和７年度 北海道産業貢献賞表彰 
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ダイラタンシー現象⁉　ミニ理科教室

　寒さに負けずチャレンジ‼　初心者スキー教室　
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教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ

　 実験やものづくりを通して、科学の世界に興味・関心をもっ
てもらうことを目的として、ミニ理科教室を 1 月 22 日㈭に貫
気別放課後子ども教室で実施しました。
　今回は、「ダイラタンシー現象 水の上を走ってみよう」とい
うテーマで実験を行い、水と片栗粉を一定の割合で混ぜた『ダ
イラタンシー流体』という液体を作り、衝撃を加えると固くな
るというダイラタンシー現象を参加児童８名に体験してもらい
ました。
　家庭ではなかなか触ることのない約３㎏の片栗粉と水を混ぜ
ていくと、液体がドロドロと粘性を帯びる様子に子ども達は興
味津々。液体を素手で様々な触り方をしてもらい、液体を握っ
た時には「すごい！団子になった！」と固まる液体の性質に子
ども達から驚きの声があがっていました。液体の上を子ども達
がに走った際には、必死に足踏みをして水面に留まろうとする
子や、わざとゆっくり沈んでその不思議な感触を 楽 し む 子 な
ど、全身で科学の不思議を体感していました。

　液体なのに力を加えると固
くなるという不思議な性質
を、理屈ではなく自分の体を
通して実感した子どもたち。
この体験を通じて、身近な材
料の中にも驚くような科学の
力が隠れていることを学び、
科学に対する好奇心をさらに
深めたようでした。

　冬休み期間中の運動不足の解消と体力づくりを目的に、１月 14 日㈬、町内の小学生を対象とした「初
心者スキー教室」を日高国際スキー場で開催しました。当日は、スキー・スノーボードを初めて滑る子
どもから、経験を積んだ子どもまで 25 名の小学生が参加しました。
　この日は風が強く、冷え込みの厳しい一日となりましたが、子どもたちは寒さに負けることなく、何
度もリフトに乗って滑走を楽しみました。午前中はスキーの基礎を中心に練習し、午後からは一人ひと
りのレベルに応じた内容へとステップアップしました。初めての経験に戸惑ったり、難しいスキー操作
に苦戦したりする場面も見られましたが、講師の指導のもと、最後まであきらめず挑戦する姿が印象的
でした。昼食では、持参したお弁当を参加者みんなで囲みながら仲間との交流を深め、午後のレッスン
に臨みました。活動を通じて、技術の向上だけでなく、仲間と支え合いながら挑戦する大切さを学ぶ機
会となりました。
　帰りのバスでは、「楽しかった！」「また滑りたい！」といった声が多く聞かれ、スキー・スノーボー
ドの楽しさを実感できた一日となりました。
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  保健福祉課からのお知らせ

すこやかだよりすこやかだより

【
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問
い
合
わ
せ
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健
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健
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係
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い
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と
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☎
４
‐
６
１
１
２

め
に
専
門
機
関
に
相
談
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
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こ
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自
分
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づ
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て
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い
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こ
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病
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と
思
っ
て
い
な
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あ
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。
そ
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め
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専
門
機
関
に
相
談
す
る
よ

う
に
勧
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。

　

困
っ
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と
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つ
ら
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か
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話
し
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だ
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も
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気
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な
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あ
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す
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の
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。
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、
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こ
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。
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と
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こ
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食
欲
不
振
、
疲
れ

や
す
い
、
飲
酒
量
や
た
ば
こ
が
増

え
る
な
ど
、
こ
こ
ろ
や
体
に
変
化

が
現
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の

　
　
こ
こ
ろ
は
元
気
で
す
か
？

　

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
に

は
、
自
分
自
身
が
ス
ト
レ
ス
に
気

づ
き
、
ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
た

め
の
知
識
、
方
法
を
身
に
つ
け
、

そ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
考
え
方
を
も
ち
、
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

  

こ
こ
ろ
の
健
康

こ
こ
ろ
の
健
康
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　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       

ふれあいセンターびらとり
                     

町民課

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係

 
介護支援係・介護保険係

              
児童館                
子ども発達支援センター

地域包括支援センター
「ほほえみ」         

平取町教育委員会
生涯学習課

中央公民館        
町民体育館         
二風谷アイヌ文化博物館

               
沙流川歴史館     
図書館  

役場振内支所   

役場貫気別支所

平取町国民健康保険病院
     

平取町社会福祉協議会
 

平取町外 2 町衛生施設組合
 

平取消防署         

　
第
７
５
１
号
　
令
和
８
年
２
月
13
日
　
発
行

22
月
号
月
号

び
ら
と
り

び
ら
と
り

広
報
広
報

新
雪
の
兎
の
跡
を
な
ぞ
っ
て
み
る

朝
田

雪
萌

重
ね
着
の
隙
間
に
忍
ぶ
里
心

遠
藤

紫
光

初
日
の
出
弁
財
天
も
ほ
ろ
酔
い
で

加
藤
え
い
子

鉛
筆
の
先
か
ら
流
る
冬
景
色

川
上
八
重
子

初
夢
の
地
球
の
平
和
叶
え
た
い

熊
谷

厚
子

羆
撃
ち
の
講
演
我
は
オ
ン
ラ
イ
ン

千
葉

俊
子

初
春
や
綺
麗
な
居
間
に
陽
の
匂
ひ

長
野

新
一

ミ
ニ
ス
キ
ー
爺
造
る
坂
は
し
ゃ
ぐ
孫

中
村

節
子

雪
原
に
交
差
し
て
い
く
ス
キ
ー
の
弧

西

希

祖
を
思
い
誓
い
を
捧
ぐ
初
空
に

野
口
勢
津
子

懐
か
し
い
ズ
ン
ド
コ
節
や
雪
の
夜

道
政
サ
ツ
子

独
り
身
に
仄
と
差
し
込
む
初
明
り

渡
辺

正
子

楢の実俳句会楢の実俳句会

ふるさと納税寄附ふるさと納税寄附

戸籍の窓口戸籍の窓口

（前月比）

人　口 4,368 人 （　 7 人）

男 2,167 人 （　 9 人）

女 2,201 人 （△ 2人）

世帯数 2,380 世帯  （　 6世帯）

※令和８年１月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

　令和７年12 月寄附件数・寄附金額

　　 3,549 件　81,183 ,660 円

　 令 和 ８ 年 １ 月 寄 附 件 数・寄 附 金 額

385 件　13,177 ,100 円

　令和７年度累計

　　（４月１日～１月31 日まで）

　　15,828 件   323 ,974 ,363 円


